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七 

月 

 

一
六
日 

ク
リ
ー
ン
デ
イ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

一
七
日 

畠
山
家
鎮
座 

一
八
日 

教
区
利
秋
視
察 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

  

八 

月 

 

五
日 

お
願
い
づ
と
め 

 

九
日 

利
秋
分
教
会
月
次
祭 

一
一
日 

小
川
昌
治
家
遷
座
祭 

一
二
日 

墓
地
そ
う
じ 

一
三
日 

由
利
分
教
会
月
次
祭 

               

一
三
日 

由
利
秋
季
大
祭 

立教１８５年  令和４年        ８ 月 号 

由利 

畠山家鎮座祭 
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今

月

の
言

葉

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

由
利
明
誠
高
等
学
院
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
の
子
育
て
支
援
活
動
に
つ
い
て 

  
 

当
教
会
で
現
在
も
運
営
し
て
お
り
ま
す

由
利
明
誠
高
等
学
院
は(

正
式
に
は

N
P

O

法
人
グ
レ
ー
プ
ネ
ッ
ト
由
利
所
属)
、
平
成

十
五
年
、
主
に
不
登
校
の
生
徒
さ
ん
の
育

成
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
事
で
、
私

が
初
代
学
院
長
と
し
て
創
設
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。(

当
初
の
名
称
は
、
由
利
通
信
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー)

そ
の
後
、
由
利
道
の
会

長
さ
ん
が
お
ぢ
ば
勤
務
か
ら
帰
っ
て
来
ら

れ
、
私
に
代
わ
っ
て
二
代
学
院
長
と
な
ら

れ
、
さ
ら
に
学
校
の
充
実
や
子
育
て
の
支

援
活
動
の
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

実
は
、
こ
の
同
学
院
の
存
在
が
小
規
模

な
が
ら
全
国
的
な
不
登
校
支
援
や
子
育
て

支
援
活
動
の
一
つ
の
元
と
な
っ
て
い
る
所

が
あ
り
ま
す
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日

本
大
震
災
の
翌
年
で
あ
る
平
成
二
十
四
年

頃
、
甲
賀
大
教
会
所
属
、
美
張
分
教
会
長

(

名
古
屋
市)

の
杉
江
健
二
氏
と
い
う
方
が
、

同
じ
大
教
会
の
中
島
さ
ん
と
い
う
私
の
昔

か
ら
の
友
人
の
紹
介
で
、
『
是
非
お
会
い

し
て
相
談
に
乗
っ
て
頂
き
た
い
』
と
い
う

事
で
北
洋
詰
所
に
来
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま

し
た
。
お
会
い
し
た
ら
、
私
が
不
登
校
の

学
校
の
学
院
長
を
し
て
い
る
と
い
う
う
わ

さ
を
聞
い
て
、
不
登
校
問
題
に
大
き
な
関

心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
同
氏
は
、
是
非
現

場
の
話
を
伺
い
た
い
と
思
わ
れ
た
よ
う
で

し
た
。
そ
れ
で
彼
に
学
校
の
状
況
を
様
々

お
伝
え
し
た
訳
で
す
が
、
そ
の
後
お
互
い

の
思
い
を
交
換
す
る
う
ち
に
意
気
投
合
し
、

最
終
的
に
共

に
協
力
し
合

っ
て
不
登
校

の
子
供
達
の

支
援
活
動
を

盛
り
上
げ
て

行
こ
う
と
い

う
事
に
な
り

ま
し
た
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
私
が
そ
の
会
の
代
表
に
な

っ
て
同
杉
江
氏
と
由
利
道
の
会
長
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
、
仲
間
も
募
り
不
登
校
支

援
活
動
を
展
開
し
て
行
き
ま
し
た
。
や
が

て
お
ぢ
ば
で
不
登
校
支
援
相
談
員
認
定
講

座
を
数
回
に
渡
っ
て
開
催
し
、
関
西
、
関

東
等
全
国
か
ら
心
あ
る
会
長
さ
ん
、
用
木

の
方
々
に
受
講
頂
き
、
現
在
ま
で
に
約
二

百
五
十
名
の
方
々
に
同
相
談
員
の
資
格
を

取
得
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

特
筆
す
べ
き
は
杉
江
健
二
氏
で
、
元
々

お
助
け
熱
心
な
会
長
で
あ
る
と
共
に
、
早

稲
田
大
学
、
大
阪
大
学
院
出
身
の
教
育
専

門
家
で
あ
る
事
か
ら
、
そ
の
活
動
は
凄
ま

じ
く
、
天
理
教
の
会
活
動
に
通
じ
て
い
る

人
な
ら
杉
江
健
二
と
い
う
名
前
を
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
位
活
躍
さ
れ
、
ス
マ
ホ
で

『
名
古
屋
市
、
杉
江
健
二
』
と
入
力
す
る

と
溢
れ
る
ば
か
り
に
活
動
紹
介
が
出
て
来

る
程
対
社
会
的
に
も
画
期
的
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

又
杉
江
氏
の
み
な
ら
ず
由
利
道
の
会
長

さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
も
湯
沢
市
役
所
、
秋
田

倫
理
法
人
会
、
そ
の
他
で
子
育
て
講
座
の
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上
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

目
覚
ま
し
い
子
育
て
支
援
活
動
の
展
開
も
、

振
り
返
り
ま
す
と
当
明
誠
高
等
学
院
の
存

在
が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
改
め
て
有
難
く
思
っ
て

い
る
次
第
で
す
。 

 

「
秋
田
陽
気
会
」
と
し
て
も
活
動 

 
 

教
区
活
動
の
中
に
、
不
登
校
、
引
き
こ

も
り
、
障
害
者
、
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
「
秋
田
陽
気
会
」
と
い
う
部
署
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
教
務
支
庁
で
行
っ
て
い

る
「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育
て
講
座
」
の

連
続
講
座
、
各
支
部
で
の
勉
強
会
を
開
催

し
、
講
師
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
い
う
資
格
者

が
集
い
、
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
教
外
に
向
け
て
は
、
県
内
の
倫

理
法
人
会
、
由
利
本
荘
市
の
男
女
共
同
参

画
の
集
い
、
さ
ら
に
は
名
川
分
教
会
長(

雄

勝
中
央
病
院
院
長)

の
推
薦
に
よ
り
湯
沢

市
役
所
子
ど
も
支
援
課
で
連
続
八
回
の
講

座
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
第
一
回
目
が
七
月
三
十
一
日
に
開

催
さ
れ
、
由
利
道
の
佐
々
木
め
ぐ
み
さ
ん

が
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
者
か

ら
ず
っ
と
佐
々
木
先
生
の
講
座
を
受
け
た

い
と
の
要
望
を
頂
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

次
回
は
今
月
二
十
八
日
、
佐
々
木
則
夫
先

生
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
目
標(

め
ど
う)

に 

畠
山
家
鎮
座
祭 

 

 

去
る
七
月
十
七
日
、
午
後
七
時
よ
り
会

長
祭
主
の
元
、 

畠
山
太
初(

 
は
じ
め)

、 
清
香
宅
に
、 

新
た
に
神
様 

を
お
鎮
め
さ 

せ
て
頂
き
ま 

し
た
。 

鎮
座
祭
終 

了
後
、
直
来
を
さ
せ
て
頂
き
、
畠
山
家
の

新
た
な
門
出
を
喜
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

夏
休
み
を
満
喫
し
て 

御
本
部
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り 

 

 

こ
の
度
夏
休 

み
を
利
用
し
、 

佐
々
木
由
正
さ 

ん
家
族
が
お
ぢ 

ば
に
帰
ら
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。 

例
年
の
こ
ど
も 

お
ぢ
ば
が
え
り 

よ
り
は
小
規
模 

で
は
あ
り
ま
す
が
、
用
意
さ
れ
た
幾
つ
か

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
し
た
。
参

考
館
を
利
用
し
た
謎
解
き
ウ
オ
ー
ク
や
、

お
茶
所
近
く
に
設
置
さ
れ
た
ウ
オ
ー
タ
ー

ハ
ン
タ
ー
な
ど
、
夏
の
楽
し
い
お
ぢ
ば
が

子
供
た
ち
の
思
い
出
と
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 ま

た
七
月
二
十
八
日
～
三
十
一
日
ま
で

佐
々
木
由
正
さ
ん
が
青
年
会
部
員
と
し
て

御
本
部
の
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
り
の
ひ
の
き

し
ん
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

伊 

藤 

奈
津
子 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

上 
 

之 
 

浜 

東 

滝 

沢
（
前
） 

由 

利 

東 

布 

雄 
 

物 
 

川 

仁 
 

賀 
 

保 

佐
々
木
由
正 

佐
々
木 

由 

正 

 

利 
 

翔 
 

布 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

由 
 

利 
 

道 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

小 

松 

敬 

子 

坐
り
づ
と
め 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 

扈 
 
 

者 

佐
々
木 

朱 

美 

齋 

藤 

美
和
子 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

桑 
 

原 
 

廣 

佐
々
木 

由 
明 

豊 
 

島 
 

優 

齋 
藤 

賢 

爾 

利 
 

翔 
 

布 
佐
々
木 

義 

實 
雄 

 

物 
 

川 

由 

利 

東 

布 

上 
 

之 
 

浜 

東 
 

滝 
 

沢 

木 

内 

教 

子 

小 

林 

理
英
子 

豊 

島 

末 

子 

前 
 
 

半 

利 
 

翔 
 

布 

斎 

藤 

清 

一 

賛 
 
 

者 

小 

川 

貴
美
子 

豊 
 

島 
 

舞 

佐
々
木 

良 

美 

利 
 

翔 
 

布 
伊 

藤 

一 

男 
中 

村 

喜 

正 

齋 

藤 

清 

一 

佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

明 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

桑 
 

原 
 

廣 

豊 
 

島 
 

優 

佐
々
木 

由 

正 

小 

川 

昭 

子 

佐
々
木 

素 

子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

東 
 

滝 
 

沢 

指 

図 

方 
 

 
 

 

部

内

だ
よ
り 

 

矢
島
町
分
教
会 

子
供
お
ぢ
ば
が
え
り
に
矢
浪
布
教
所
か
ら
、
大
人
２

子
供
３
人
参
加
し
ま
し
た
。
夜
は
、
北
蒲
原
の
鼓
笛
隊

と
、
焼
き
肉
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

 

仁
賀
保
分
教
会 

八
月
三
日
、
教
会
役
員
、
菊
池
安
子
さ
ん
が
脳
出
血

の
為
、
出
直
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
三
才
で
し
た
。

生
前
は
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

同
月
十
二
日
、
安
倍
一
男
さ
ん
の
二
十
年
祭
を
東
京
、

千
葉
に
い
る
娘
さ
ん
二
人
だ
け
に
来
て
頂
き
、
教
会
で

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 由
利
道
分
教
会 

増
田
あ
や
さ
ん
が
、
陽
気
会(

子
育
て
講
座)

本
部
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
師
育
成
講
座
を
受
講
中
で
す
。
清

野
美
保
さ
ん
は
、
講
演
講
師
に
受
講
予
定
で
す
。
会
長

は
、
二
十
八
日
湯
沢
市
子
ど
も
未
来
課
に
出
張
し
ま
す
。 

９月祭典役割表        神殿講話 雄物川分会長 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 
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